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議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
「
テ
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等
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、
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紙
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弁
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送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
上
西
小
百
合
君
提
出
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
警
察
官
の
監
察
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
公
安
警
察
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
都
道
府
県
警
察
に
お
け
る
警
備
部
門

の
警
察
官
（
一
般
職
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
定
員
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、
二
万
七
千
四

百
八
十
四
人
で
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
治
安
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
判
断
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
よ
る
改
正
後
の
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

第
六
条
の
二
の
罪
の
検
挙
件
数
等
の
公
表
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
訴
訟
件
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
警
察
庁
の
犯
罪
統
計
で
確
認
で
き
る

一



範
囲
で
は
、
平
成
二
十
七
年
及
び
平
成
二
十
八
年
に
警
察
が
告
訴
を
端
緒
と
し
て
認
知
し
た
特
別
公
務
員
職
権
濫
用
事
件
の

件
数
は
零
件
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、職
務
質
問
及
び
任
意
捜
査
に
つ
い
て
は
、都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、

そ
の
相
手
方
が
録
音
・
録
画
を
行
う
こ
と
に
よ
る
関
係
者
の
名
誉
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
お
そ
れ
等
を
考
慮
し
つ
つ
、

警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
及
び
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

に
従
っ
て
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
同
庁
長
官
官
房
に
内
部
通
報
を
受
け
付
け
る
窓
口
（
以
下
「
通
報
窓
口
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し

て
い
る
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
及
び
同
庁
の
委
嘱
を
受
け
た
弁
護
士
の
事
務
所
に
通
報
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
全
て
の
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
都
道
府
県
警
察
本
部
に
通
報
窓
口
が
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
十
二
の
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
又
は
都
道
府
県
警
察
の
委
嘱
等
を
受
け
た
弁
護

士
の
事
務
所
に
通
報
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



五
の
�
に
つ
い
て

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
お
い
て
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
苦
情
の
申
出
を
受
理
し
た
件
数
は
、
平
成
二
十
七
年
は
九
百
七
十
七
件
、
平
成
二
十
八
年
は
九
百
六
十
五
件
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
が
警
察
の
能
率
的
な
運
営
及
び
そ
の
規
律
の
保
持
に
資
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
部
署
を

対
象
と
し
て
実
施
し
た
監
察
の
う
ち
、当
該
部
署
に
事
前
に
通
知
せ
ず
に
実
施
し
た
も
の
の
割
合
は
、平
成
二
十
八
年
度
は
、

約
七
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

警
察
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
警
察
に
お
け
る
監
察
業
務
の
高
度
化
等
の
た
め
の
施
策
に
関
す

る
報
告
書
」
を
踏
ま
え
、
非
違
行
為
の
原
因
や
背
景
の
分
析
に
基
づ
く
、
非
違
行
為
に
つ
な
が
り
に
く
い
業
務
の
仕
組
み
の

構
築
に
向
け
た
取
組
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
警
察
庁
と
し
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
当
該
取
組
の
状
況
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
、
報
告
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

三


